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理科 学習指導案

日 時：平成２３年１１月１７日(木)５校時

指導学級：２年３組

授業会場：第１理科室

指 導 者：菅野 麻美

１ 単元名 化学変化と原子・分子「物質の変化」 （新しい科学１下 東京書籍）

２ 単元の目標

物質を分解する実験を行い，分解して生成した物質から元の物質の成分を推定できることを見

いだすとともに，物質は原子や分子からできていることを理解し，原子は記号で表されることを

知り，これらの事象を日常生活と関連づけて考察しようとする意欲と態度を養う。

３ 単元の評価規準

自然事象への
科学的な思考・表現 観察・実験の技能

自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

①物質の分解，原子 ②物質の分解，原子・分子に ③物質の分解，原子 ④分解して生成した

・分子に関する事物 関する事物・現象の中に問題 ・分子に関する事物 物質から元の物質の

・現象に進んで関わ を見いだし，目的意識をもっ ・現象について観察，成分が推定できるこ

り，それらを科学的 て観察，実験などを行い，分 実験の基本操作を習 と，物質は原子や分

に探究しようとする 解して生成した物質から元の 得するとともに，観 子からできているこ

とともに，事象を日 物質の成分が推定できるこ 察，実験の計画的な と，原子は記号で表

常生活との関わりで と，物質は原子や分子からで 実施，結果の記録や されることなどにつ

見ようとする。 きていることなどについて自 整理などの仕方を身 いて基本的な概念を

らの考えを導いたりまとめた に付けている。 理解し，知識を身に

りして，表現している。 に付けている。

４ 単元について

（１）単元について

私たちの身のまわりでは，元の物質から新しい別の物質ができる化学変化がさまざまな場面で

起こっている。化学変化の一つである「物質の分解」から物質を構成する粒子である原子・分子

の概念を理解させることで，原子・分子のモデルを用いた微視的な見方や考え方の基礎を養うこ

とが本単元のねらいである。

これまでに生徒は，１年の「物質の姿と状態変化」で，状態変化について学習している。化学

変化の学習の始まりにあたって，化学反応前の物質と化学反応後に生成した物質の性質を比較さ

せることで，状態変化とは異なる「物質そのものが変化する現象」の初歩的な概念を学びとらせ

ることが可能であると考える。また，２年「物質どうしの化学変化」や３年「水溶液とイオン」

などの学習の基礎となる粒子モデルの考え方が育成できることが期待できる。

（２）生徒観

２年３組は，男子 17 名，女子 19 名，計 36 名の生徒で構成されている。授業態度は落ち着い

ており，集中して学習課題に取り組む生徒が多い。「理科の実験に関する意識」及び「本授業に

関わる学習内容の理解」についてのアンケート結果は，別紙資料１の通りである。

実験が好きだと答えた生徒が圧倒的に多く，積極的に実験操作に関わろうという意欲を持って

いる生徒が多いことがわかる。中学校入学からこれまで，１班３人程度での実験班を編成し，で

きる限り一人一人が観察・実験に主体的に関われるように指導を行ってきた。男女分け隔てなく，

協力してスムーズに実験を進めようとする意識は育ってきている。一方で ，進んで発表する生

徒が限られる傾向があり，実験・観察や話し合い活動などにおいて，リーダーとなれる生徒が班
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の中にいる積極的なグループと，自分の考えに自信が持てずにやや低調な雰囲気のグループに分

かれてしまうことがある。

また，これまで行った仮説検証型の探究活動（発展的な学習課題）への取組については，多く

の生徒が「楽しさ」を感じ，肯定的に受け止めている。考えを出し合って実験を計画することや

自分たちの計画に従って実験を進めることに「やりがい」や「達成感」を見いだしている，「考

えが深まった」と感じているなど，仮説検証型の探究活動に対し多くの生徒が＋面の評価をして

いる。

本授業に関わる学習内容の理解度についての調査結果は，１年次に学習した「おもな気体の捕

集方法」と「二酸化炭素・アンモニアの性質」ともに，正しく答えられた生徒は多くない。本単

元では「分解によって生じる物質を確かめる方法」を考える際に，それぞれの気体の性質を理解

しておくことは重要である。復習の機会を設けるなどして，生徒たちがより学習のねらいに迫れ

るように支援していく必要がある。

（３）校内研究主題との関連

本校の研究主題は「自ら課題を持ち，互いに学び合う生徒の育成～自分の考えを持ち，よりよ

く表現し合う言語活動を通して～」である。この研究主題を受けて，理科では，研究テーマ「主

体的に理科学習に取り組み，科学的思考力を高めるための指導法の工夫」を設定し，「目的意識

を持って観察・実験などを行い，結果から導いた考察をその過程や根拠を示しながら，論理的に

表現する生徒」を目指す生徒像として，指導のあり方を探ってきた。

理科においては，授業の中に言語活動を取り入れるにあたって，以下の点に留意して学習指導

を行っている。

○言語活動は，科学的な思考力・表現力を育成するための手段とすること。

○「自分の考えや予想を分かりやすく表現する」「観察・実験の経過や見通しについて，グル

ープで話し合う」「結果から導いた考察をその過程や根拠を示しながら，論理的に表現する」

といった言語活動を重視すること。

○単元の指導計画立案においては，生徒が科学的に探究する学習活動を可能な限り取り入れて

いくこと。

単元「物質の変化」においては，発展的な学習内容として「炭酸水素アンモニウムを熱して，

生成する物質を同定する」という探究的な学習を設定する。既習事項である炭酸水素ナトリウム

の分解実験をもとに，生成物が何であるか，それを確かめるにはどうすればよいかを生徒たちが

自ら考える学習活動を通して，グループで意見を交換しながら，科学的な見方や考え方を広げさ

せる学習の機会としたい。そして，課題解決の過程に沿って「仮説検証実験の計画を立案する」

「実験結果を分析・解釈する」「発表する」場面において言語活動を充実させることで，研究主

題に迫りたいと考える。

（４）指導にあたって

本単元では既習事項である物質の性質に関する知識との関連をしっかりとおさえて指導を行い

たい。また，一人一人が自分の考えを持ち，班で協力して試行錯誤しつつも課題を解決していく

ことの楽しさをぜひ味わわせたいと考える。課題解決のために，既習事項との関連を意識させな

がら，柔軟で多様な考えを引き出したい。話し合い活動においては，書き直しができる「実験シ

ート」を活用することで，話し合いのポイントを明確化し，生徒同士の情報の共有を図るととも

に，教師が各班の話し合いの状況に応じて適切に支援していける体制をつくりたい。また，発表

する場面においては，教材提示機を活用し生徒が理解しやすい環境をつくることで，様々な考え

方をクラス全体で共有し合うことも大切に指導したい。
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５ 単元の指導計画（12 時間扱い）
①カルメ焼きはなぜふくらむのか・・・・・・・６時間

時 主な学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準 主な言語活動

１ カルメ焼きはなぜふくらむ ・カルメ焼きにはたくさ ・カルメ焼きがふくらむ理
のか んの気泡があることから， 由について関心を持ち，そ
・カルメ焼きがふくらむ理由 炭酸水素ナトリウムを加 の理由を考えようとする。
について，自分の考えをまと 熱したときの変化につい （関心・意欲・態度）
めて発表する。 て予想するようにする。

２ 炭酸水素ナトリウムを熱し ・炭酸水素ナトリウムを ・炭酸水素ナトリウムを熱
てみよう（生徒実験） 加熱したときの生成物を したときの変化を調べ，正
・炭酸水素ナトリウムを熱し 確かめる方法を確認して しく記録することができる。
たときの変化を調べて記録し， おく。 （観察・実験の技能）
どんな変化をしたか発表する。 ・試験管内に残った物質 ・実験結果から，炭酸水素
・実験結果から，炭酸水素ナ が，炭酸水素ナトリウム ナトリウムを熱すると，３
トリウムを熱すると，３つの とは別の物質であること つの物質が生じることを指
物質が生じることを指摘する。 をおさえるようにする。 摘できる。 （知識・理解）

３ 酸化銀を熱してみよう ・炭酸水素ナトリウムを ・加熱によって，１種類の
（演示実験） 加熱したときの変化と， 物質が２種類以上の別の物

・加熱によって，１種類の物 酸化銀を加熱したときの 質に分かれる変化があるこ
質が２種類以上の別の物質に 変化の共通点を考えるよ とを，例をあげて説明でき
分かれる変化があることを， うにする。 る。 （知識・理解）
例をあげて説明する。 ・化学変化と状態変化の違
・化学変化と状態変化の違い いを説明できる。
を説明する。 （知識・理解）

４ 炭酸水素アンモニウムを熱 ・炭酸水素ナトリウムの ・炭酸水素ナトリウムの分 ・自分の考えや予想
して変化を調べよう① 分解実験を参考にする。 解実験を参考にして，炭酸 について分かりやす

（実験計画） ・映像の試験管内の変化 水素アンモニウムの分解に く表現する。
本 ・炭酸水素アンモニウムを熱 をよく観察するようにす より生成する物質について ・観察・実験の経過

したときの変化について仮説 る。 の仮説を立て，それを調べ や見通しについて，
時 を立て，検証するための実験 ・気体の性質などの既習 るための実験装置の組み方 グループで話し合

方法を考える。 事項を活用し，根拠に基 やその確認方法を考えるこ う。
づいて考えるようにする。 とができる。 （感受・表現）

（科学的な思考・表現） （討論・協同）

５ 炭酸水素アンモニウムを熱 ・炭酸水素ナトリウムよ ・炭酸水素アンモニウムを
して変化を調べよう② りも水の生成量が多いの 熱したときの変化について，

（生徒実験） で，試験管の口を下げる 作成した実験計画に基づき，
・炭酸水素アンモニウムを熱 指示を徹底する。 生成した物質の性質を調べ
したときの変化について，実 ・生徒実験が同時に異な るための実験操作を適切に
験計画に基づいて実験し，検 る実験方法で始まるため， 行うことができる。
証する。 机間指導を十分に行い， （観察・実験の技能）

安全面に十分配慮する。

６ 炭酸水素アンモニウムを熱 ・二酸化炭素とアンモニ ・実験結果から炭酸水素ア ・結果から導いた考
して変化を調べよう③ アの混合気体を同定する ンモニウムから変化した物 察をその過程や根拠

（まとめ）ための多様な考え方を伝 質を考察することができる。 を示しながら，論理
・炭酸水素アンモニウムを熱 え合うようにする。 （科学的な思考・表現） 的に表現する。
したときの変化についてまと ・分解についてまとめる。 ・さまざまな検証方法を知 ・各グループの発表
める。 ・化学反応式への導入を り，科学的な見方・考え方 を聞き，それぞれの
・さまざまな検証方法を知り， する。 を広げることができる。 良さについて気づい
科学的な見方・考え方を広げ （科学的な思考・表現） たことを記述する。
る。 （理解・伝達）

（解釈・説明）
（討論・協同）

②物質はどこまで分解できるか・・・・・・・・２時間
③物質は何からできているか・・・・・・・・・１時間
④分子とは何か・・・・・・・・・・・・・・・１時間
⑤物質は記号でどう表されるのか・・・・・・・２時間
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６ 本時の指導

（１）題材名 「炭酸水素アンモニウムを熱して変化を調べよう」

（２）本時のねらい

炭酸水素ナトリウムの分解実験を参考にして，炭酸水素アンモニウムの分解により生成する物

質についての仮説を立て，それを調べるための実験装置の組み方やその確認方法を考えることが

できる。【科学的な思考・表現】

（３）本時の提案

１ 「仮説検証実験の計画」を充実させるための教材の工夫

炭酸水素アンモニウムは，食品添加物（膨張剤）として，身近に利用されている物質である。

加熱により，アンモニア，二酸化炭素，水の３つの物質に分解される。

ＮＨ ＨＣＯ → ＮＨ ＋ ＣＯ ＋ Ｈ Ｏ４ ３ ３ ２ ２

「炭酸水素アンモニウムの分解」を発展的な課題の教材として取り上げるメリットは次の２

点であると考える。

①炭酸水素アンモニウムの白い粉末は，加熱により試験管の中からなくなっていく。その様

子は，生徒にとって大きな驚きであると思われる。教科書掲載の生徒実験「炭酸水素ナト

リウムの分解」では，試験管内に同じような白い粉末（炭酸ナトリウム）が残るため，生

徒の中には「炭酸水素ナトリウムの中に含まれていた水と二酸化炭素が白い粉末から出て

行った」といった考えを持つ場合があり，「炭酸水素ナトリウムが別の物質になった」とい

う考察がされにくい面がある。炭酸水素アンモニウムは「分解して別の物質になった」と

いうことが大変理解しやすい物質である。

②炭酸水素アンモニウムの分解では，生成する気体が複数であることを予想できたならば，

その混合気体の同定方法を考えることが，この授業における探究活動の大きなポイントに

なる。課題解決のために，既習事項との関連を意識させながら，柔軟で多様な考えを引き

出すことや，他の班の意見を参考にしながら様々な見方や考え方に気づく学習教材として

期待できるものと思う。

２ 話し合い活動の活性化の工夫
話し合いのツールとして，書き直しが容易にできる「実験シート」を用意する。話し合いを

活発化させるとともに，話し合いのポイントや状況を班内で共有することができる。また，机

間指導をしながら，その班の考えのまとまり状況を授業者が把握しやすいという利点もある。

発表の際にも，教材提示機を通してテレビ画面に映し出し，よりわかりやすく説明することが

可能になると考える。
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（４）本時の指導過程

段 主な学習内容・
指導上の留意点

評価規準
階 学習活動 評価の方法

１ 学習課題の把握 ○食品添加物「炭酸水素アンモニウム」を提示し，

炭酸水素ナトリウム同様，食品の膨張剤として

つ ・炭酸水素アンモニウム 使われていることを説明する。

か を熱する様子を映像で ○試験管内の変化によく注目して観察するように

む 見る。 する。

学習課題

炭酸水素アンモニウムを熱して変化を調べよう

10 ・何ができるのだろうか（仮説）

分 ・どうしたら確かめられるだろうか（実験計画）

○ワークシート，実験シートを配布する。

２ 仮説を立てる

炭酸水素アンモニウム ○既習事項（炭酸水素ナトリウムの分解実験）と

考 を熱すると[ ] 映像を手がかりにして考えるようにする。

え に分解すると考えられ 【手がかり】

る る。（仮説） ・試験管の中には固体は残らない。

・ ・[ ]にあてはまる物質 ・試験管の口を下げて加熱。液体が生成。 ①

深 を考える。個人→班 ・膨張剤として使われている。 (ﾜｰｸｼｰﾄ)

め ・実験シート（仮説）に ・炭酸水素アンモニウム だから。 ・臭い。 (実験ｼｰﾄ)

る 記入する。 ○生成物がいくつであるかは示さない。 （話し合い）

３ 検証方法を考える 条件・炭酸水素ナトリウムと同じ加熱方法 ②

・仮説を検証するための ・１回の加熱で調べられる方法 (ﾜｰｸｼｰﾄ)

実験方法を考える。 ・理科室にある器具は使ってよい (実験ｼｰﾄ)

・実験シート（実験装置 ・安全面で問題がある方法は除く （話し合い）

図）に記入する。 ○実験上の難点や危険性などがあれば指摘し，変

・記入が終わった班は， 更するようにする。

実験シートを黒板には ○実験シートを使って話し合うことで，話し合い

る。 の流れを視覚的にとらえやすくする。

37 ４ 発表する

分 ・いくつかの班が発表す ○生成すると予想した物質とその同定方法につい

る ての発表を聞き，質問や意見のやりとりができ ① ②

・教材提示機で実験シー るように進める。 （発表）

トをテレビに投影して ○修正が必要な班は，実験装置図を修正する。

説明する。

ま ５ 本時のまとめ

と ・本時の取り組みを振り ○本時の学習活動の様子を総括し，次時の実験へ

め 返り，自己評価を行う。 の意欲につなげる。

る ○ワークシートを回収する。

3 分
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（５）準備物

炭酸水素アンモニウム，映像資料，教材提示機，テレビ，PC，指示棒，実験シート，

ワークシート，マーカーペン，板書カード

（６）本時の評価

評価 評価規準に照らした評価

規準 （A）十分に満足できる （C）支援が必要である生徒への手だて

炭酸水素ナトリウムの分解実験を参考にして，・炭酸水素ナトリウムの分解実験を振り返ら

① 炭酸水素アンモニウムの分解により生成する せる。

物質を根拠を持って予想し，わかりやすく表 ・試験管内の変化の視点を与える。

現することができる。

仮説をもとに，炭酸水素アンモニウムの分解 ・仮説を立てた気体の性質を振り返らせる。

②
により生成する物質を調べるための実験装置 ・「何を」「どのようにして」検証したらよ

の組み方や物質の同定方法を根拠を持って考 いか，指針を与える。

え，わかりやすく表現することができる。

（７）板書計画

11/17 学習課題 炭酸水素アンモニウムを熱して変化を調べよう

(木) ・何ができるのだろうか（仮説）

↓ ・どうしたら確かめられるだろうか（実験計画）

仮 説 炭酸水素アンモニウムを熱すると[ ]に分解すると考えられる。

↓

実験計画 条件・炭酸水素ナトリウムと同じ加熱方法

・１回の加熱で調べられる方法

・理科室にある器具は使ってよい

・安全面で問題がある方法は除く

（８）座席表（別紙参照 当日配布予定）
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別紙資料１ 生徒の実態調査 結果
平成２３年１０月２０日調査 ２年３組３６名対象

１ 理科の実験に関する意識について

◇どんな時に実験が楽しいと感じるか。（１人２つまで回答）

新しい発見があったとき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （１７人）

実験の内容がよく理解できたとき ・・・・・・・・・・・・・・・・ （１６人）

初めての実験器具や薬品などを使うとき ・・・・・・・・・・・・・ （１５人）

「こうやったらどうなるだろうか」というような疑問が見つかったとき （ ６人）

予想と実験結果が合ったとき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （ ６人）

実験操作に進んで参加したとき ・・・・・・・・・・・・・・・・・ （ ５人）

他の人の実験操作を見ているとき ・・・・・・・・・・・・・・・・ （ ２人）

予想と実験結果が違ったとき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （ １人）

自分の好きな分野の実験をしているとき ・・・・・・・・・・・・・ （ １人）

◇「班でそれぞれの考えを出し合いながら，仮説を立てたり実験の条件を設定して実験で確かめる学

習活動」を振り返り，「教科書の通りに実験を行うこと」と比べて「自分たちで考えて実験するこ

と」について，どのように感じているか。（自由記述）

【＋面】 ○「楽しい」「好きだ」「よいと思う」 （２４人）

○「終わった後の達成感が大きい」「成功したときの喜びが大きい」「難しいが，しっかり実験

ができて結果が出たときは喜びを感じる」（６人）

○「たくさんの考えが聞ける」「他の人や他の班との考えの違いがある」（６人）

○「新しい発見がある」「新しい考えが生まれる」「自分の考えを持てる」「発想が自由」（６人）

○「意欲がわく」「やる気が出る」（６人）

○「班活動が活発になる」「班で協力し合える」「班の絆が深まる」（５人）

○「深く考えられる」「理解が深まる」「考えながら実験を進められる」「判断力が上がる」

○「理解しやすい」「いろいろな意見が出て考えやすい」（３人） （５人）

○「間違った結果になっても，理解できる」（１人）

○「今まで学んだことが役に立つ」（１人）

【－面】 ●「実験が失敗することがある」「実験が失敗すると楽しくない」（２人）

●「班ごとに実験の条件が違ったり，結果が違ったりして，結果がまとまらないことがある」

（１人）

●「話し合いで意見を出す人が決まってしまう」「１人が指示を出してみんなが実験する形に

なりがち」（１人）

●「実験を早くやりたいと思うから，仮説を立てることに集中できなくなる」（１人）

●「間違いそうで緊張する」（１人）

実験では積極的に操作に関わっているか

理科の実験は好きか

12

16

22

18

2

2

0

0

とても思う どちらかといえば思う あまり思わない 全く思わない



- 2 -

【記述例】 ○決められたことに従って行うのではなく，「こうすればこのことを確かめられる」「これもや

ってみよう」ということを考えながら行えるので，とても楽しい。「この実験をするという

ことは，このような結果が出るのだろう」と安易に予想できる実験ではないので，このよう

な実験ができて嬉しい。

○それぞれの考えがいろいろと出されて，より深く考えられるのがおもしろい。他の人の考え

と自分の考えが合って，実験が成功したり，失敗してもまだまだ次の考えもどんどん出てく

るので楽しい。

○自分たちで話し合って「こうすれば結果が出やすいんじゃないか」というように，結果だけ

を考えるのではなく結果までを考えられる。結果が出たときはすごくうれしいし，それが間

違った結果でも理解できるのでよいと思う。

○とても楽しかったし，自分たちの疑問を自分たちの力で答えを出すというのが，とても充実

感があった。今まで学んだことが役に立ってうれしかった。暗号を解くようで楽しかった。

○教科書に書いていないことを自分たちで考えて実験するので，失敗することもあるが，自分

たちの考えで予想・結果が変わるので，私は好きだ。班の人の考えを聞ける良い機会だし，

班ごとにそれぞれ違う考えなので，たくさんの考えが聞けておもしろい。

２ 本授業に関わる学習内容の理解について

◇発生した気体の捕集方法

二酸化炭素：水上置換・下方置換（９人），水上置換（１３人），下方置換（４人），未記入・誤答（１０人）

酸素 ：水上置換（２１人），未記入・誤答（１５人）

水素 ：水上置換（１６人），未記入・誤答（２０人）

アンモニア：上方置換（２３人），未記入・誤答（１３人）

◇発生した気体が二酸化炭素であることを確かめる方法（複数回答）

石灰水に通して白濁 （１１人） 石灰水を入れる（白濁の記述なし） （１２人）

ろうそくの火などが消える （ ７人） 火を近づける（消えるの記述なし） （ ８人）

水でぬらしたリトマス紙が酸性を示す （ ５人）

気体検知管で確認 （ ２人）

BTB 溶液が酸性を示す （ ２人）

わからない・忘れた・無回答 （ ６人）

誤答 （ １人）

◇発生した気体がアンモニアであることを確かめる方法（複数回答）

特有の刺激臭 （２８人）

水でぬらしたリトマス紙がアルカリ性を示す （ ６人）

フェノールフタレイン溶液がアルカリ性を示す （ ３人）

BTB 溶液がアルカリ性を示す （ ２人）

水に溶けやすい （ ２人）

わからない （ ６人）

誤答 （ １人）



２年理科 化学変化 ワークシート② 組 番 名前 （ 班）

実験２ 炭酸水素アンモニウムを熱して変化を調べよう①

１時間目 月 日（ ）

学習課題

炭酸水素アンモニウムを熱して変化を調べよう。
・何ができるのだろうか（仮説）
・どうしたら確かめられるだろうか（実験計画）

仮 説 炭酸水素アンモニウムを熱すると

に分解すると考えられる。

実験計画 どうしたら確かめられるだろうか。確かめるための実験装置図を，図の右側に
続けて描きましょう。

条件 ・炭酸水素ナトリウムの時と同じ加熱方法
・１回の加熱で調べられる方法
・理科室にある器具は使ってよい
・安全面で問題がある方法は除く

実験に必要なものリスト（ここに書いたものは，次の時間までに用意しておきます）

（例）水 槽

感想

自己評価
学習に興味や意欲を持って取り組めたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
実験計画が立てられたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
班の話し合いに積極的に参加できたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ



２年理科 化学変化 ワークシート③ 組 番 名 （ 班）

実験２ 炭酸水素アンモニウムを熱して変化を調べよう②

２時間目 月 日（ ）

学習課題

炭酸水素アンモニウムを熱して変化を調べよう。
・班の実験計画にしたがって実験を行い，

何ができるのかを確かめよう

実験結果 炭酸水素アンモニウムを熱すると，分解して何ができたのか。
わかったことをまとめましょう。（できた物質は何で，どのようにして確かめ
たのかを書きましょう）

学習の振り返り
★ うまくいかなかった点があったら書きましょう。（改善点を書く）

感想

自己評価
炭酸水素アンモニウムの分解によって発生する物質がわかったか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
積極的に実験操作に参加することができたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
班で協力して実験できたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ



実験シート「炭酸水素アンモニウムを熱して変化を調べよう」

何ができるのだろうか？ 仮説

仮説：炭酸水素アンモニウムを熱すると，

に分解すると考えられる



どうしたら確かめられるだろうか？ 実験計画

実験装置図


